
特許出願動向の調査レポート	

第一章　調査の概要	

１-１	調査テーマ	

　　リンテック株式会社の特許出願動向	

１-２	調査目的	

　本テーマでは、特定の出願人から出願された特許公報を分析することにより、当該出
願人の保有する技術の年別推移、共同出願人との関係、保有技術の特徴などを分析して
いる。	
　この分析では、機械学習で使用されているpythonを利用し、コード化、集計、図表作
成、コメント作成、レポート作成を全て自動化し、時間短縮をはかっている。	

１-３	調査対象	

　対象公報：公開特許公報	
　対象期間：2011年1月1日～2021年12月31日の発行	
　対象出願人	:	リンテック株式会社	

１-４	調査手法	

　以下の手順により、対象公報の抽出、コード化、グラフ化、分析を行なっている。	
　なお、コード化、グラフ化、分析コメントの作成、本レポートの作成については、す
べてPythonにより自動作成している。	

1-4-1	対象公報の抽出	

　特定の出願人を指定して検索し、公報データをダウンロードする。	

1-4-2	コード付与	



　Pythonを利用して独自に作成したコード化プログラムによりコード化する。	
　コード化の基本的な処理では、出現頻度が高いIPCを抽出し、抽出したIPCに関連が深
いIPCをまとめてコードを付与している。	

1-4-3	グラフ化および分析	

　分析用公報データの書誌情報と、各公報に付与した分類コードとから以下の各種集計
表とグラフを作成し、本テーマの出願動向を分析している。	
	　※	上記書誌情報の内容は、「公報番号、出願番号、発行日、発明等の名称、出願
人・権利者、発明者、ＩＰＣ、ＦＩ、Ｆターム、要約」である。	
①	全体の出願状況	
　・公報発行件数の年別推移(縦棒グラフ)	
②	出願人ベースの分析	
　・出願人別発行件数の割合(集計表、円グラフ)	
	　・共同出願人数の年別推移(縦棒グラフ)	
	　・出願人別発行件数の年別推移(折線グラフ、バブルチャート)	
③	メイングループの分析(縦棒グラフ、バブルチャート)	
	・メイングループ別発行件数の分布(縦棒グラフ)	
	・メイングループ別発行件数の年別推移(バブルチャート)	
④	最新発行のサンプル公報の概要(書誌リスト、概要)	
⑤	新規メイングループを含むサンプル公報(書誌リスト、概要)	
⑥	分類コードベースの分析	
　・分類コード別の発行件数割合(集計表、円グラフ)	
　・分類コード別発行件数の年別推移(折線グラフ、バブルチャート)	
⑦	コード別の詳細分析	
　・一桁コード別発行件数の年別推移(縦棒グラフ)	
　・一桁コード別出願人別の発行件数割合(集計表、円グラフ)	
　・一桁コード別共同出願人数の年別推移(縦棒グラフ)	
　・一桁コード別共同出願人別発行件数の年別推移(バブルチャート)	
　・一桁コード毎の下位コード別の発行件数割合(集計表、円グラフ)	
　・一桁コード毎の下位コード別の発行件数割合(集計表、円グラフ)	
　・一桁コード毎の下位コード別発行件数の年別推移(バブルチャート)	



	　・(該当公報が有れば)サンプル公報の概要(書誌リスト)	

1-5	バソコン環境	

・使用パソコンのＯＳ	 	 macＯＳ	Catalina	
・使用Python	 	 	 	 Python	3.8.3	

・Python実行環境	 	 	 Jupyter	Notebook	

1-6	ツールソフト(処理内容)	

・特定出願人動向調査.ipynb(コーデイング、集計、図表作成、コメント作成、レポート
作成)	



第二章　全体分析	

2-1	発行件数の年別推移	

　2011年～2021年の間に発行されたリンテック株式会社に関する分析対象公報の合計
件数は3514件であった。	
　図1はこの分析対象公報を発行年別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	
　※	最終調査年が12ヶ月未満の場合には、実際の発行件数を青色、その後の発行予想
件数を橙色で示している(以下、同じ)。	

	

　図1	

　このグラフによれば、リンテック株式会社に関する公報件数は　全期間では増減しな
がらも減少傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、2016年のボトムにかけて増減しながらも減少し、ピークの
2017年まで増加し、最終年の2021年にかけては増減しながらも減少している。また、
横這いが続く期間が多く、さらに、急増している期間があった。	
　最終年近傍は減少傾向である。	
　※	上記「最終年近傍」は最終年を含む3年としている。	
　※	出願時期は、一般的には発行日の１年６ヶ月以前である。	



2-2	出願人別発行件数の割合	

　表1は本テーマの分析対象公報を公報発行件数が多い上位１０社とその他の出願人に
ついて集計した集計表である。	
　※	件数は持ち分として共同出願人数で按分している。	

	

　表1	

　この集計表によれば、共同出願人の第１位はエスアイアイ・プリンテック株式会社で
あり、10.89%であった。	

　以下、住友化学、セイコーインスツル、シーディエヌ、九州大学、リンテックオブア
メリカインコーポレーテッド、本田技研工業、東北大学、ナノシータ、信州大学　以下、
住友化学、セイコーインスツル、シーディエヌ、九州大学、リンテックオブアメリカイ



ンコーポレーテッド、本田技研工業、東北大学、ナノシータ、信州大学と続いている。	

　図2は共同出願人のみを円グラフにしたものである。	

	

図2	

　このグラフによれば、上位1社だけで79.5%を占めており、特定の共同出願人に集中
している。	



2-3	共同出願人数の年別推移	

　図3は本テーマの分析対象公報の出願人数を発行年別に集計し、縦棒グラフにしたも
のである。	
　※	同じ年の出願人の重複は除去して集計している。	

	

図3	

　このグラフによれば、出願人数は　全期間では減少傾向が顕著である。	
　開始年は2011年であり、翌年にピークを付け、最終年(=ボトム年)の2021年にかけて
増減しながらも減少している。また、急減している期間があった。	
　出願人数が少なく、最終年近傍は横這い傾向である。	



2-4	出願人別発行件数の年別推移	

　図4は共同出願人の発行件数が年毎にどのように推移しているかを見るためのもので
あり、公報発行件数が多い上位１０社について公報発行件数を発行年別に集計し、折線
グラフにしたものである。	
　※	件数は持ち分として出願人数で按分している。(以下、この注釈は省略する)	

	

図4	

　このグラフによれば上記出願人名義の公報発行件数は、増減しているものの全期間で
見ると横這い傾向を示している。最終年は減少している。	
　この中で最終年の件数が第１位の出願人は「エスアイアイ・プリンテック株式会社」
であるが、最終年は急減している。	

　また、次の出願人は最終年に増加傾向を示している。	
　　住友化学株式会社	



　　本田技研工業株式会社	

　図5はこの集計結果を数値付きバブルチャートにしたものである。	

	

図5	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人は無かった。	

　下記条件を満たす重要出願人は無かった。	

　※最終年の件数が平均以上でかつピーク時の80%以上でかつ増加率が100%以上か、
または最終年の件数が平均以上でかつピーク時の95%以上。以下、この条件を「所定条
件」という。	



2-5	メイングループ別発行件数の分布	

　図6はＩＰＣのメイングループ分類別に発行公報を集計し、上位２０位までを縦棒グ
ラフにしたものである。	

	

図6	

　これらのメイングループの内容は以下のとおり。	
B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体(789件)	
B32B7/00:層間の関係を特徴とする積層体，すなわち本質的に異なる物理的性質を有す
る層または層の相互連続を特徴とする積層体	(203件)	
B41J2/00:設計されるプリンティングまたはマーキング方法に特徴があるタイプライタま
たは選択的プリンティング機構		(394件)	
B65C9/00:ラベル取付け機械または装置の細部(168件)	
C09J11/00:グループＣ０９Ｊ９／００に分類されない接着剤の特徴，例．添加剤(568件)	
C09J133/00:ただ１つの炭素―炭素二重結合を含有する１個以上の不飽和脂肪族基をも
ち，そのうちただ１つの脂肪酸がただ１つのカルボキシル基によって停止されている化
合物，またはその塩，無水物，エステル，アミド，イミドまたはそのニトリルの単独重
合体または共重合体に基づく接着剤；そのような重合体の誘導体に基づく接着剤(503
件)	
C09J163/00:エポキシ樹脂に基づく接着剤；エポキシ樹脂の誘導体に基づく接着剤(77
件)	
C09J175/00:ポリ尿素またはポリウレタンに基づく接着剤；そのような重合体の誘導体



に基づく接着剤(118件)	
C09J183/00:主鎖のみに，いおう，窒素，酸素または炭素を含みまたは含まずにけい素
を含む結合を形成する反応によって得られる高分子化合物に基づく接着剤；そのような
重合体の誘導体に基づく接着剤(77件)	
C09J201/00:不特定の高分子化合物に基づく接着剤(475件)	
C09J4/00:少なくとも１つの重合性炭素―炭素不飽和結合をもつ有機非高分子化合物に基
づく接着剤	(103件)	
C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤(1215件)	
G02B5/00:レンズ以外の光学要素		(145件)	
G02F1/00:独立の光源から到達する光の強度，色，位相，偏光または方向の制御のため
の装置または配置，例．スィッチング，ゲーテイングまたは変調；非線形光学	(106件)	
G09F3/00:ラベル，タッグチケット，またはこれらに類する認識もしくは指示手段；
シール；切手またはそれに類するスタンプ(115件)	
H01L21/00:半導体装置または固体装置またはそれらの部品の製造または処理に特に適
用される方法または装置	(1132件)	
H01L23/00:半導体または他の固体装置の細部		(157件)	
H01L31/00:赤外線，可視光，短波長の電磁波，または粒子線輻射に感応する半導体装
置で，これらの輻射線エネルギーを電気的エネルギーに変換するかこれらの輻射線に
よって電気的エネルギーを制御かのどちらかに特に適用されるもの；それらの装置また
はその部品の製造または処理に特に適用される方法または装置；それらの細部		(77件)	
H01L51/00:能動部分として有機材料を用い，または能動部分として有機材料と他の材料
との組み合わせを用いる固体装置；このような装置またはその部品の製造または処理に
特に適用される方法または装置		(92件)	
H05B33/00:エレクトロルミネッセンス光源	(83件)	

　この中で比較的多かったのは、次のメイングループである(以下、コアメインGと表記
する)。	
B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体(789件)	
B41J2/00:設計されるプリンティングまたはマーキング方法に特徴があるタイプライタ
または選択的プリンティング機構		(394件)	
C09J11/00:グループＣ０９Ｊ９／００に分類されない接着剤の特徴，例．添加剤(568
件)	



C09J133/00:ただ１つの炭素―炭素二重結合を含有する１個以上の不飽和脂肪族基をも
ち，そのうちただ１つの脂肪酸がただ１つのカルボキシル基によって停止されている化
合物，またはその塩，無水物，エステル，アミド，イミドまたはそのニトリルの単独重
合体または共重合体に基づく接着剤；そのような重合体の誘導体に基づく接着剤(503
件)	
C09J201/00:不特定の高分子化合物に基づく接着剤(475件)	
C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤(1215件)	
H01L21/00:半導体装置または固体装置またはそれらの部品の製造または処理に特に適
用される方法または装置	(1132件)	



2-6	メイングループ別発行件数の年別推移	

　図7はＩＰＣのメイングループ分類別の発行件数を年別に集計し、上位２０位までを
数値付きバブルチャートにしたものである。	

	

図7	



　このチャートによれば、最終年が最多となっているメイングループは次のとおり。	
B32B7/00:層間の関係を特徴とする積層体，すなわち本質的に異なる物理的性質を有す
る層または層の相互連続を特徴とする積層体	(1215件)	

　所定条件を満たすメイングループ(以下、重要メインGと表記する)は次のとおり。	
B32B7/00:層間の関係を特徴とする積層体，すなわち本質的に異なる物理的性質を有す
る層または層の相互連続を特徴とする積層体	(1215件)	



2-7	最新発行のサンプル公報	

　表2は最近発行された公報の書誌事項をまとめた公報書誌リストである。	

	

表2	

　これらのサンプル公報の概要は以下のとおり。	
WO19/240259　樹脂組成物、封止シート及び封止体	
　本発明は、（Ａ）成分：変性ポリオレフィン系樹脂、（Ｂ）成分：環状エーテル基を
有する化合物、（Ｃ）成分：軟化点が８０℃以上の粘着付与剤、及び、（Ｄ）成分：熱
カチオン重合開始剤を含有する樹脂組成物、この樹脂組成物を用いて形成された接着剤
層を有する封止シート、並びに、被封止物が前記封止シートを用いて封止されてなる封
止体である。	
	
特開2021-046494　粘着シート、繰り返し屈曲積層部材および繰り返し屈曲デバイス	
　屈曲部における粘着剤層と被着体との界面に剥がれが発生し難く、かつ、屈曲による
光漏れおよび視認性低下が抑制される粘着シート、繰り返し屈曲積層部材および繰り返
し屈曲デバイスを提供する。	
	
特開2021-124707　光拡散制御フィルム	
　近赤外線に対する透過性を確保しながらも、優れた隠蔽性を達成することのできる、



汎用性の高い光拡散制御フィルムを提供する。	
	
WO19/176828　硬化性組成物、硬化物、硬化物の製造方法、及び、硬化性組成物の使
用方法	
　本発明は、下記（Ａ）成分及び（Ｂ）成分を含む硬化性組成物であって、（Ｂ）成分
の含有量が、（Ａ）成分１００質量部に対して、０質量部超、３質量部以下である硬化
性組成物、該組成物を硬化してなる硬化物、及び、該組成物を光素子固定用接着剤又は
光素子固定用封止材として使用する方法である。	
	
WO19/172220　粘着シート	
　基材（１１）と、粘着剤層（１２）と、を有し、粘着剤層（１２）のひずみ１００％
応力ＳＡ［Ｐａ］とし、ひずみ３００％応力ＳＢ［Ｐａ］としたとき、下記数式（数
１）で算出される応力上昇率が、２５％未満である、ことを特徴とする粘着シート（１
０）。	
	
特開2021-066771　粘着剤、粘着シート、バックライトユニットおよび表示装置	
　輝度ムラ抑制性および凹凸埋め込み性に優れた粘着剤、粘着シート、バックライトユ
ニットおよび表示装置を提供する。	
	
特開2021-008586　粘着フィルムの製造方法	
　簡易な構成で剥離の有無および偽造を容易に判定可能な粘着フィルムを好適に製造す
ることができる粘着フィルムの製造方法を提供する。	
	
特開2021-138825　粘着シート、バックライトユニットおよび表示装置	
　高ヘイズ値を発現しながら、色ムラ抑制性に優れた粘着シート、バックライトユニッ
トおよび表示装置を提供する。	
	
特開2021-071626　表示ラベル、タイヤ用表示ラベル及び表示ラベルの製造方法	
　抜き加工を行う際の加工性、タイヤの表面の凹凸に対する追従性及び貼り付け工程に
おける作業性に優れ、さらに貼り付け後に貼り替えが可能なウレタン基材層を含む表示
ラベル、タイヤ用表示ラベル及び表示ラベルの製造方法を提供する。	
	
WO19/187247　硬化封止体の反り防止用積層体、及び、硬化封止体の製造方法	
　熱硬化性樹脂層（Ｘ１）を含む硬化性樹脂層（Ｉ）と、硬化性樹脂層（Ｉ）を支持す
る支持層（ＩＩ）と、を有し、熱硬化性樹脂層（Ｘ１）は支持層（ＩＩ）に直接積層し



ており、硬化性樹脂層（Ｉ）の、支持層（ＩＩ）とは反対側の表面である第１表面の粘
着力が、ガラス板に前記第１表面を７０℃の温度で貼付し、温度２３℃、剥離角度１８
０°、剥離速度３００ｍｍ／ｍｉｎで硬化性樹脂層（Ｉ）を剥離して測定したときの値
で、１．７Ｎ／２５ｍｍ以上であり、硬化性樹脂層（Ｉ）の第１表面において封止対象
物を封止材で封止して製造される硬化封止体の反り防止用積層体。	

　これらのサンプル公報には、樹脂組成物、封止シート、封止体、粘着シート、繰り返
し屈曲積層部材、繰り返し屈曲デバイス、光拡散制御フィルム、硬化性組成物、硬化物、
硬化物の製造、硬化性組成物の使用、粘着剤、バックライトユニット、粘着フィルムの
製造、表示ラベル、タイヤ用表示ラベル、表示ラベルの製造、硬化封止体の反り防止用
積層体、硬化封止体の製造などの語句が含まれていた。	



2-8	新規メインG別発行件数の年別推移	

　以下は調査開始年の翌年以降に新たに発生した新規メイングループ(以下、新規メイン
Gと表記する)である。	
	　※ここでは調査開始年が0件でかつ最終年が3件以上を新規メインGとみなしている。	

B23K26/00:レーザービームによる加工，例．溶接，切断，穴あけ			

H01L35/00:異種材料の接合からなる熱電装置，すなわち他の熱電効果あるいは熱磁気効果を伴
いまたは伴わないゼーベックまたはペルチェ効果を示すもの；それらの装置またはその部品の製
造または処理に特に適用される方法または装置；それらの装置の細部			

B05D7/00:液体または他の流動性材料を特定の表面に適用するかまたは特定の液体または他の流

動性材料を適用するのに特に適した，フロック加工以外の，方法		

C08L63/00:エポキシ樹脂の組成物；エポキシ樹脂の誘導体の組成物	

B32B15/00:本質的に金属からなる積層体	

H05B3/00:抵抗加熱	

C08G59/00:１分子中に１個より多くのエポキシ基を含有する重縮合物；エポキシ重縮合物と単
官能性低分子量化合物との反応によって得られる高分子化合物；エポキシ基と反応する硬化剤ま
たは触媒を用いて１分子中に１個より多くのエポキシ基を含有する化合物を重合することにより
得られる高分子化合物	

D06N3/00:高分子材料，例えば樹脂，ゴムまたはこれらの誘導体で繊維ウェブを被覆して得られ

る人工皮革，オイルクロスまたは類似物		

F21Y115/00:半導体発光素子		

　図8は新規メインG別発行件数の年別推移を示す折線グラフである。	



	

図8	

　このグラフによれば上記新規メインGの公報発行件数は、全体的には増減しながらも
増加傾向を示している。2016年から増加し、2017年にピークを付けた後は減少し、最
終年も急増している。	
　	

　この新規メイングループに関連が深いコアメインGは以下のとおり。	

B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体(789件)	

C09J201/00:不特定の高分子化合物に基づく接着剤(475件)	

C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤(1215件)	

H01L21/00:半導体装置または固体装置またはそれらの部品の製造または処理に特に適用される

方法または装置	(1132件)	



2-9	新規メイングループを含むサンプル公報	

　上記新規メインGを含む公報は181件であった。	
　この新規メインGを含む公報からサンプル公報を抽出し、以下にそのサンプル公報の
概要を示す。	

WO13/161645(熱電変換材料及びその製造方法)　コード:B01	

・本発明は、熱伝導率が低減され、熱電性能指数が向上した熱電変換材料及びその製造方法を提
供するものであり、凹部を有する樹脂基板に、熱電半導体材料からなる熱電半導体層が形成され
た熱電変換材料において、該樹脂基板が、硬化型樹脂組成物からなる樹脂層を、硬化してなる熱
電変換材料、及び凸部構造を有する原版から、硬化型樹脂組成物からなる樹脂層に、前記凸部構
造を転写、硬化してなる樹脂基板作製工程と、前記樹脂基板上に熱電半導体材料を成膜して熱電
半導体層を形成する成膜工程とを含む熱電変換材料の製造方法である。	

WO15/019871(熱電変換材料及びその製造方法)　コード:E03A07;B01	

・本発明は、熱電性能及び屈曲性に優れ、簡便に低コストで製造可能である熱電変換材料及びそ
の製造方法を提供するものであり、支持体上に、熱電半導体微粒子、耐熱性樹脂及びイオン液体
を含む熱電半導体組成物からなる薄膜を有する熱電変換材料、及び支持体上に、熱電半導体微粒
子、耐熱性樹脂及びイオン液体を含む熱電半導体組成物からなる薄膜を有する熱電変換材料の製
造方法であって、支持体上に、熱電半導体微粒子、耐熱性樹脂及びイオン液体を含む熱電半導体
組成物を塗布し、乾燥し、薄膜を形成する工程、さらに該薄膜をアニール処理する工程を含む熱
電変換材料の製造方法である。	

WO16/027883(保護膜形成用シートおよび保護膜付き半導体チップの製造方法)　コー

ド:C01A02;B01A	

・第１の支持シート（４）と、この第１の支持シート（４）の第１の面側に積層された保護膜形
成フィルム（１）とを備えた保護膜形成用シート（３）であって、この保護膜形成フィルム
（１）は硬化性材料からなり、この保護膜形成フィルム（１）は以下の特性を有する保護膜形成
用シート（３）：この保護膜形成フィルム（１）を硬化して保護膜としたとき、この保護膜の５
０℃における破断ひずみが２０％以下であり、かつ損失正接のピーク温度Ｔ１が２５℃から６０
℃である。	

WO17/057402(防汚性シートの製造方法)　コード:C01A10;C01A09;A02	



・（Ａ）成分として特定構造を有する４官能シラン系化合物、（Ｂ）成分として特定構造を有す
る３官能シラン系化合物、及び（Ｃ）成分として金属触媒を含有する防汚性組成物を調製する工
程（１）；工程（１）で調製した防汚性組成物を支持体上に塗布して塗膜を形成する工程
（２）；工程（２）で形成した支持体上の塗膜を、当該支持体側から加熱して、当該支持体側の
面から塗膜の硬化反応を開始させる工程（３）；並びに、当該塗膜を固化して防汚層を形成する
工程（４）；をこの順で有する、防汚層を有する防汚性シートの製造方法である。	

WO18/097321(三次元成形用発熱シート、および表面発熱物品)　コード:J01	

・一方向に延びた複数の導電性線状体が間隔をもって配列された疑似シート構造体であって、前
記導電性線状体の直径が７μｍ～７５μｍである疑似シート構造体と、前記疑似シート構造体の一
方の表面上に設けられた樹脂保護層と、を有し、前記樹脂保護層を有する側の前記疑似シート構
造体の表面上に設けられた層の合計の厚さが、前記導電性線状体の直径の１．５倍～８０倍であ
る三次元成形用発熱シートである。	

WO18/181660(熱電変換素子層及びその製造方法)　コード:B01	

・耐久性に優れた熱電変換素子層及びその製造方法を提供するものであり、フィルム基板の一方
の面上に、少なくとも、Ｐ型熱電素子層とＮ型熱電素子層とが面内方向に交互に隣接し直列に配
置された熱電素子層からなる熱電変換モジュールと、前記熱電素子層の面側にさらに封止層とを
含む熱電変換素子層であって、前記封止層のＪＩＳＫ７１２９：２００８で規定される４０℃×
９０％ＲＨにおける水蒸気透過率が１０００ｇ・ｍ－２・ｄａｙ－１以下である、熱電変換素子
層、及びその製造方法である。	

WO19/188823(積層体及び工程紙)　コード:C01	

・平滑な基紙を用いながらも、基紙と離型性層との接着性を十分に確保することができ、しかも
高温下においても当該接着性が維持される積層体及び工程紙を提供する。	

特開2012-036383(光素子固定材用組成物、その使用方法、及び光素子封止体)　コー

ド:E01A;B01;E02	

・耐熱性、透明性に優れ、高い接着力を有する硬化物が得られる光素子固定材用組成物、その使
用方法及び光素子封止体を提供する。	



特開2013-183088(ナノ構造を有する基板を用いた熱電変換材料及びその製造方法)　コード:B01	

・熱伝導率が低く、熱電性能指数が向上した熱電変換材料及びその製造方法を提供する。	

特開2014-213550(非水溶性高分子薄膜転写用部材および非水溶性高分子薄膜転写用部材の製造

方法)　コード:C01	

・適用対象物に対して適用した際に、適用対象物の表面に密着した状態の非水溶性高分子薄膜か
ら、支持体を容易に剥離して、安定的に非水溶性高分子薄膜のみを適用対象物の表面に転写する
ことができる非水溶性高分子薄膜転写用部材およびその製造方法を提供する。	

特開2016-012732(保護膜形成フィルム、保護膜形成用シート、保護膜形成用複合シートおよび加

工物の製造方法)　コード:B01A	

・半導体ウエハなどのワークを、レーザーにより予備的に改質層を設け、力を与えることで分割
することが可能であり、かつワークまたは加工物に存在する研削痕が目視によって見えない保護
膜を形成することのできる保護膜形成フィルムおよび保護膜形成用（複合）シート、ならびにそ
れらを使用して半導体チップ等の片状体を加工物として得る製造方法の提供。	

特開2017-011197(保護膜形成用フィルム、保護膜形成用シート、及びワーク又は加工物の製造方

法)　コード:B01A	

・半導体ウエハ等のワークや半導体チップ等の加工物について、その裏面を保護するとともに、
外観を向上させるための保護膜を形成可能な保護膜形成用フィルム及び保護膜形成用シート、並
びにこれらを使用するワーク又は加工物の製造方法の提供。	

特開2017-130638(加工装置および加工方法)　コード:B01A	

・片状体形成のための設備や工程が増加することを防止できる加工装置および加工方法を提供す
ること。	

特開2018-034442(機能性フィルムの製造方法)　コード:E03A02;C01A06;A01B03;A01A;A01E;A02A	

・塗布法によってポリエチレン樹脂を含有する層の表面に剥離剤層を形成することを含む、高い
均一性を有する立体形状追従性に優れた機能性フィルムの製造を実現する手段を提供する。	



特開2018-148055(液相レーザーアブレーションを利用したナノ粒子の製造方法)　コード:B01	

・従来法と比べ、収率が高く、より粒径の小さい多元系金属ナノ粒子の製造方法を提供する。	

特開2019-127666(合成皮革用工程紙および合成皮革の製造方法)　コード:Z99	

・微細な表面凹凸により適度な接着力(剥離力)を有しつつ、所望の質感の合成皮革を製造するこ
とのできる合成皮革用工程紙を提供すること。	

特開2020-079863(非接触ＩＣタグ付き粘着ラベル)　コード:H01A01;C01	

・金属調の光沢感を有するとともに、樹脂成分、滑剤、オイル、水分等の成分がラベル内部に浸
透することによる不具合が生じ難くい非接触ＩＣタグ付き粘着ラベルを提供する。	

特開2021-012381(表示体)　コード:A01A;G02A;B01	

・基板上に複数の発光体が設けられたバックライトに、当該発光体が空隙なく封止されるように
バックライト貼付用粘着シートが貼付されてなるバックライトユニットを備えた表示体を提供す
る。	

特開2021-066819(粘着シートおよび電子機器)　コード:C01A07;A01A;A01D;A02A;J	

・放熱性が優れた粘着シートを提供すること。	

特開2021-163723(配線シート)　コード:J01	

・本発明の目的は、導電性線状体と電極との接触面積を拡大し、疑似シート構造体を構成する複
数の導電性線状体と電極との間の電気抵抗を低減した配線シートを提供すること。	



2-10	新規メインGと重要コアメインGとの相関	

　図9は新規メインGと重要コアメインGとの相関を見るためのものであり、新規メイン
Gと重要コアメインGを共に含む公報件数を集計し、X軸を重要コアメインG、Y軸を新規
メインGとして数値付きバブルチャートとしてまとめたものである。	
　※	Y軸が多過ぎる場合は合計公報件数が2件以上の新規メインGに絞り込んでいる。	

	

　図9	

　このチャートから新規メインGと重要コアメインGの相関が高い(2件以上の)組み合わ
せをまとめると以下のようになる。	
	
[B23K26/00:レーザービームによる加工，例．溶接，切断，穴あけ		]	
　・B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　・C09J201/00:不特定の高分子化合物に基づく接着剤	
　・C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤	
　・H01L21/00:半導体装置または固体装置またはそれらの部品の製造または処理に特
に適用される方法または装置		
	
[H01L35/00:異種材料の接合からなる熱電装置，すなわち他の熱電効果あるいは熱磁気
効果を伴いまたは伴わないゼーベックまたはペルチェ効果を示すもの；それらの装置ま
たはその部品の製造または処理に特に適用される方法または装置；それらの装置の細
部		]	



　・C09J201/00:不特定の高分子化合物に基づく接着剤	
　・C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤	
	
[B05D7/00:液体または他の流動性材料を特定の表面に適用するかまたは特定の液体また
は他の流動性材料を適用するのに特に適した，フロック加工以外の，方法	]	
　・B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　・C09J201/00:不特定の高分子化合物に基づく接着剤	
　・C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤	
　・H01L21/00:半導体装置または固体装置またはそれらの部品の製造または処理に特
に適用される方法または装置		
	
[C08L63/00:エポキシ樹脂の組成物；エポキシ樹脂の誘導体の組成物]	
　・B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　・C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤	
　・H01L21/00:半導体装置または固体装置またはそれらの部品の製造または処理に特
に適用される方法または装置		
	
[B32B15/00:本質的に金属からなる積層体]	
　・B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　・C09J201/00:不特定の高分子化合物に基づく接着剤	
　・C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤	
　・H01L21/00:半導体装置または固体装置またはそれらの部品の製造または処理に特
に適用される方法または装置		
	
[H05B3/00:抵抗加熱]	
　　関連する重要コアメインGは無かった。	
	
[C08G59/00:１分子中に１個より多くのエポキシ基を含有する重縮合物；エポキシ重縮
合物と単官能性低分子量化合物との反応によって得られる高分子化合物；エポキシ基と
反応する硬化剤または触媒を用いて１分子中に１個より多くのエポキシ基を含有する化
合物を重合することにより得られる高分子化合物]	
　・B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体	
	
[D06N3/00:高分子材料，例えば樹脂，ゴムまたはこれらの誘導体で繊維ウェブを被覆し



て得られる人工皮革，オイルクロスまたは類似物	]	
　・B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体	
	
[F21Y115/00:半導体発光素子	]	
　・C09J201/00:不特定の高分子化合物に基づく接着剤	
　・C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤	



第三章　分類コード別の分析	

　この調査では、上記分析対象公報についてPythonによりコード化し、そのコードの一
桁目をサブテーマのコードとした。	
　　A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されない組成物；他
に分類されない材料の応用	
　　B:基本的電気素子	
　　C:積層体	
　　D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ		
　　E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	
　　F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い	
　　G:光学	
　　H:教育；暗号方法；表示；広告；シール	
　　I:医学または獣医学；衛生学	
　　J:他に分類されない電気技術	
　　Z:その他	

3-1	分類コード別全体分析	

　分析対象公報を、サブテーマコード毎に分類し、分析した結果は以下のようになっ
た。	

3-1-1	一桁コード別の発行件数割合	

　表3は分析対象公報の分類コードを一桁別(サブテーマ別)で集計した集計表である。	



	

　表3	

　この集計表によれば、コード「B:基本的電気素子」が最も多く、26.3%を占めてい
る。	
　以下、A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されない組成
物；他に分類されない材料の応用、C:積層体、D:印刷；線画機；タイプライター；スタ
ンプ	、F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い、E:有機高分子化合物；化
学的加工；組成物、G:光学、H:教育；暗号方法；表示；広告；シール、Z:その他、J:他
に分類されない電気技術、I:医学または獣医学；衛生学と続いている。	

　図10は上記集計結果を円グラフにしたものである。	

	



　図10	

3-1-2	一桁コード別発行件数の年別推移	

　図11は分析対象公報を一桁コード別・年別に集計し、折線グラフにしたものである。	

	

　図11	

　このグラフによれば上記出願人名義の公報発行件数は、増減しているものの全期間で
見ると横這い傾向を示している。2016年から急増し､最終年は横這いとなっている。　
この中で最終年の件数が第１位の出願人は「B:基本的電気素子」であるが、最終年は減
少している。	

　また、次のコードは最終年に増加傾向を示している。	
　　E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	

　図12は一桁コード別の発行件数を年別に集計し、数値付きバブルチャートにしたもの
である。	



	

　図12	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードはなかった。	

　所定条件を満たす重要コードもなかった。	



3-2	分類コード別個別分析	

　分析対象公報を分析対象公報を一桁コード別(A～Z)に分け、それぞれのコードを分析
した結果は以下のようになった。	

3-2-1	[A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されない組
成物；他に分類されない材料の応用]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他
に分類されない組成物；他に分類されない材料の応用	」が付与された公報は1396件で
あった。	
　図13はこのコード「A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類さ
れない組成物；他に分類されない材料の応用」が付与された公報を発行年別に集計し、
縦棒グラフにしたものである。	

	

　図13	

　このグラフによれば、コード「A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；
他に分類されない組成物；他に分類されない材料の応用	」が付与された公報の発行件数
は　全期間では増減しながらも増加傾向を示している。	
　開始年の2011年がボトムであり、2017年のピークにかけて増減しながらも増加し、
最終年の2021年にかけては減少している。また、急増している期間があった。	
　最終年近傍は減少傾向である。	



(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表4はコード「A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されな
い組成物；他に分類されない材料の応用」が付与された公報を公報発行件数が多い上位
１1社までとその他の出願人について集計した集計表である。	

	

　表4	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
エスアイアイ・プリンテック株式会社であり、1.07%であった。	
　以下、住友化学、本田技研工業、荒川化学工業、産業技術総合研究所、日本ペイント・



インダストリアルコ－ティングス、日本製紙、信州大学、九州大学、住友精化と続いて
いる。	

	図14は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	

	

　図14	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけでは33.2%を占めているに過ぎず、多数の
共同出願人に分散しているようである。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図15はコード「A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されな
い組成物；他に分類されない材料の応用」が付与された公報の出願人数を発行年別に集
計し、縦棒グラフにしたものである。	

	



　図15	

　このグラフによれば、コード「A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；
他に分類されない組成物；他に分類されない材料の応用	」が付与された公報の出願人数
は　全期間では減少傾向が顕著である。	
　開始年の2011年がピークであり、2019年のボトムにかけて増減しながらも減少し、
最終年の2021年にかけてはボトムに戻っている。	
　出願人数が少なく、最終年近傍は横這い傾向である。	

(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	

　図16はコード「A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されな
い組成物；他に分類されない材料の応用」が付与された公報について共同出願人の発行
件数が年毎にどのように推移しているかを見るためのものであり、公報発行件数が多い
共同出願人の上位１０社について公報発行件数を発行年別に集計し、数値付きバブル
チャートにしたものである。	

	

　図16	



　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	

　表5はコード「A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されな
い組成物；他に分類されない材料の応用」が付与された公報のコードを四桁別で集計し
た集計表である。	

	

　表5	



　この集計表によれば、コード「A01B:担体上のもの」が最も多く、31.7%を占めてい
る。	

　図17は上記集計結果を円グラフにしたものである。	

	

図17	

(6)	コード別発行件数の年別推移	

　図18は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	



	

　図18	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	
　　A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されない組成物；他
に分類されない材料の応用	

　所定条件を満たす重要コードはなかった。	

(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	

　図19は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	



	

　図19	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[エスアイアイ・プリンテック株式会社]	
　　　A02:コーティング組成物，例．ペンキ，ワニスまたはラッカー；パテ	
　[住友化学株式会社]	
　　　A01B:担体上のもの	
　[本田技研工業株式会社]	
　　　A01A:不特定の高分子化合物に基づく接着剤	
　[荒川化学工業株式会社]	
　　　A01B:担体上のもの	
　[国立研究開発法人産業技術総合研究所]	
　　　A02:コーティング組成物，例．ペンキ，ワニスまたはラッカー；パテ	
　[日本ペイント・インダストリアルコ－ティングス株式会社]	
　　　A01A:不特定の高分子化合物に基づく接着剤	
　[日本製紙株式会社]	
　　　A01D:感圧性接着剤	



　[国立大学法人信州大学]	
　　　A01A:不特定の高分子化合物に基づく接着剤	
　[国立大学法人九州大学]	
　　　A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されない組成物；
他に分類されない材料の応用	
　[住友精化株式会社]	
　　　A01A:不特定の高分子化合物に基づく接着剤	



3-2-2	[B:基本的電気素子]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「B:基本的電気素子	」が付与された公報は1477件であっ
た。	
　図20はこのコード「B:基本的電気素子」が付与された公報を発行年別に集計し、縦棒
グラフにしたものである。	

	

　図20	

　このグラフによれば、コード「B:基本的電気素子	」が付与された公報の発行件数は　
全期間では増減しながらも増加傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、2016年のボトムにかけて増減しながらも減少し、ピークの
2017年まで急増し、最終年の2021年にかけては増減しながらも減少している。また、
横這いが続く期間が多く、さらに、急減している期間があった。	
　最終年近傍は弱い減少傾向を示していた。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表6はコード「B:基本的電気素子」が付与された公報を公報発行件数が多い上位１1社
までとその他の出願人について集計した集計表である。	



	

　表6	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
エスアイアイ・プリンテック株式会社であり、0.34%であった。	
　以下、九州大学、東京農工大学、九州工業大学、パナソニック、技術研究組合ＢＥＡ
ＮＳ研究所、信州大学、荒川化学工業、マックスフィルムコーポレーション、シーディ
エヌと続いている。	

	図21は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	



	

　図21	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけでは15.8%を占めているに過ぎず、多数の
共同出願人に分散しているようである。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図22はコード「B:基本的電気素子」が付与された公報の出願人数を発行年別に集計
し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図22	

　このグラフによれば、コード「B:基本的電気素子	」が付与された公報の出願人数は　
全期間では減少傾向が顕著である。	
　開始年は2011年であり、翌年にピークを付け、最終年(=ボトム年)の2021年にかけて
増減しながらも減少している。	



　出願人数が少なく、最終年近傍は横這い傾向である。	

(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	

　図23はコード「B:基本的電気素子」が付与された公報について共同出願人の発行件数
が年毎にどのように推移しているかを見るためのものであり、公報発行件数が多い共同
出願人の上位１０社について公報発行件数を発行年別に集計し、数値付きバブルチャー
トにしたものである。	

	

　図23	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	



　表7はコード「B:基本的電気素子」が付与された公報のコードを四桁別で集計した集
計表である。	

	

　表7	

　この集計表によれば、コード「B01A:半導体本体を別個の部品に細分割するため」が
最も多く、34.2%を占めている。	

　図24は上記集計結果を円グラフにしたものである。	



	

図24	

(6)	コード別発行件数の年別推移	

　図25は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	

	

　図25	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	

　所定条件を満たす重要コードはなかった。	



(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	

　図26は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	

	

　図26	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[エスアイアイ・プリンテック株式会社]	
　　　B01:半導体装置，他の電気的固体装置			
　[国立大学法人九州大学]	
　　　B01:半導体装置，他の電気的固体装置			
　[国立大学法人東京農工大学]	



　　　B:基本的電気素子	
　[国立大学法人九州工業大学]	
　　　B01:半導体装置，他の電気的固体装置			
　[パナソニック株式会社]	
　　　B01:半導体装置，他の電気的固体装置			
　[技術研究組合ＢＥＡＮＳ研究所]	
　　　B01:半導体装置，他の電気的固体装置			
　[国立大学法人信州大学]	
　　　B02:ケーブル；導体；絶縁体；導電性，絶縁性または誘導性特性に対する材料の
選択		
　[マックスフィルムコーポレーション]	
　　　B02A:絶縁支持体上に導電層または導電フイルム	
　[株式会社シーディエヌ]	
　　　B:基本的電気素子	



3-2-3	[C:積層体]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「C:積層体	」が付与された公報は958件であった。	
　図27はこのコード「C:積層体」が付与された公報を発行年別に集計し、縦棒グラフに
したものである。	

	

　図27	

　このグラフによれば、コード「C:積層体	」が付与された公報の発行件数は　全期間で
は増減しながらも増加傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、翌年にボトムを付け、ピークの2017年まで増減しながらも
増加し、最終年の2021年にかけては減少している。また、急増している期間があった。	
　最終年近傍は減少傾向である。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表8はコード「C:積層体」が付与された公報を公報発行件数が多い上位１1社までとそ
の他の出願人について集計した集計表である。	



	

　表8	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
住友化学株式会社であり、0.47%であった。	
　以下、リンテックオブアメリカインク、荒川化学工業、ナノシータ、シャープ、マッ
クスフィルムコーポレーション、本田技研工業、リンテックオブアメリカインコーポ
レーテッド、ニッピ、三菱ケミカルと続いている。	

	図28は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	



	

　図28	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけでは16.8%を占めているに過ぎず、多数の
共同出願人に分散しているようである。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図29はコード「C:積層体」が付与された公報の出願人数を発行年別に集計し、縦棒グ
ラフにしたものである。	

	

　図29	

　このグラフによれば、コード「C:積層体	」が付与された公報の出願人数は　全期間で
は増減しながらも減少傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、2017年のピークにかけて増減しながらも増加し、ボトムの
2020年にかけて減少し続け、最終年の2021年はほぼ横這いとなっている。また、急増
している期間があり、急減している期間があった。	



　出願人数が少なく、最終年近傍は横這い傾向である。	

(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	

　図30はコード「C:積層体」が付与された公報について共同出願人の発行件数が年毎に
どのように推移しているかを見るためのものであり、公報発行件数が多い共同出願人の
上位１０社について公報発行件数を発行年別に集計し、数値付きバブルチャートにした
ものである。	

	

　図30	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	



　表9はコード「C:積層体」が付与された公報のコードを四桁別で集計した集計表であ
る。	

	

　表9	

　この集計表によれば、コード「C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体」が最も多
く、74.2%を占めている。	

　図31は上記集計結果を円グラフにしたものである。	

	

図31	

(6)	コード別発行件数の年別推移	



　図32は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	

	

　図32	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	
　　C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体	

　所定条件を満たす重要コードは次のとおり。	
　　C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体	

　上記重要コードのサンプル公報によれば、次のような技術が出願されていた。	

[C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体]	



WO14/069638	粘着シート	
　帯電防止性能を有し、且つ、帯電防止剤のブリードアウトによるシート表面の静摩擦
係数が低く、半導体加工適性の高い粘着シートを提供すること。	
	
特開2021-160206	剥離シート	
　精密な凸部形状を形成することが可能な剥離シートを提供する。	
	
特開2021-160207	剥離シート	
　精密な凸部形状を形成することが可能な剥離シートを提供する。	
	
特開2021-161352	両面粘着シート	
　好適に重剥離ライナーを剥離することのできる両面粘着シートを提供する。	
	
特開2021-154538	工程フィルム	
　所望のグロス値を達成しつつ、適度な剥離力を持つことが可能な工程フィルムを提供
することを目的とする。	
	
特開2021-154526	工程フィルム及び工程フィルムの製造方法	
　粒子が脱落しにくく、かつ、転写面の樹脂のピンホールの発生量が低減することが可
能な工程フィルムを提供することを目的とする。	
	
特開2021-113264	ラミネートフィルム、印刷体、及び印刷体の製造方法	
　印刷部との密着性に優れたラミネートフィルム、印刷体、及び印刷体の製造方法を提
供する。	
	
特開2021-138109	撥水構造体	
　十分な撥水性を有する撥水構造体を提供すること。	
	
特開2021-126841	剥離シート	
　剥離力を低く設定することのできる剥離シートを提供する。	
	
特開2021-153098	ワーク加工用シート	
　優れたピックアップ性を有するワーク加工用シートを提供する。	
	



　これらのサンプル公報には、粘着シート、剥離シート、両面粘着シート、工程フィル
ム、工程フィルムの製造、ラミネートフィルム、印刷体、印刷体の製造、撥水構造体、
ワーク加工用シートなどの語句が含まれていた。	

(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	

　図33は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	

	

　図33	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	



　[住友化学株式会社]	
　　　C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　[リンテックオブアメリカインク]	
　　　C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　[荒川化学工業株式会社]	
　　　C01:積層体の層から組立てられた製品	
　[ナノシータ株式会社]	
　　　C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　[シャープ株式会社]	
　　　C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　[マックスフィルムコーポレーション]	
　　　C01:積層体の層から組立てられた製品	
　[本田技研工業株式会社]	
　　　C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　[リンテックオブアメリカインコーポレーテッド]	
　　　C01:積層体の層から組立てられた製品	
　[株式会社ニッピ]	
　　　C01A:本質的に合成樹脂からなる積層体	
　[三菱ケミカル株式会社]	
　　　C01:積層体の層から組立てられた製品	



3-2-4	[D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ	]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ		」が付与さ
れた公報は432件であった。	
　図34はこのコード「D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ	」が付与された公報
を発行年別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図34	

　このグラフによれば、コード「D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ		」が付
与された公報の発行件数は　全期間では増減しながらも減少傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、2017年のピークにかけて増減しながらも増加し、最終年(=
ボトム年)の2021年にかけて増減しながらも減少している。	
　最終年近傍は強い減少傾向を示していた。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表10はコード「D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ	」が付与された公報を公
報発行件数が多い上位１1社までとその他の出願人について集計した集計表である。	



	

　表10	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
リンテック株式会社であり、10.88%であった。	
　以下、セイコーインスツル、ゼオン化成と続いている。	

	図35は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	

	

　図35	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけで86.2%を占めており、特定の出願人に集
中しているようである。	



(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図36はコード「D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ	」が付与された公報の出
願人数を発行年別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図36	

　このグラフによれば、コード「D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ		」が付
与された公報の出願人数は　増減しているものの全期間で見ると横這い傾向を示してい
る。	
　全期間で出願人数は少ないが、増減している。	
　出願人数が少なく、最終年近傍は横這い傾向である。	

(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	

　図37はコード「D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ	」が付与された公報につ
いて共同出願人の発行件数が年毎にどのように推移しているかを見るためのものであ
り、公報発行件数が多い共同出願人の上位１０社について公報発行件数を発行年別に集
計し、数値付きバブルチャートにしたものである。	



	

　図37	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	

　表11はコード「D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ	」が付与された公報の
コードを四桁別で集計した集計表である。	

	

　表11	

　この集計表によれば、コード「D01A:その構造」が最も多く、82.6%を占めている。	

　図38は上記集計結果を円グラフにしたものである。	



	

図38	

(6)	コード別発行件数の年別推移	

　図39は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	



	

　図39	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	

　所定条件を満たす重要コードはなかった。	

(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	

　図40は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	



	

　図40	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[リンテック株式会社]	
　　　D01:タイプライタ；選択的プリンティング機構	
　[セイコーインスツル株式会社]	
　　　D01A:その構造	
　[ゼオン化成株式会社]	
　　　D01:タイプライタ；選択的プリンティング機構	



3-2-5	[E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	」が付与され
た公報は268件であった。	
　図41はこのコード「E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物」が付与された公報を
発行年別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図41	

　このグラフによれば、コード「E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	」が付与さ
れた公報の発行件数は　全期間では増減しながらも増加傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、2014年のボトムにかけて増減しながらも減少し、ピークの
2017年まで増減しながらも増加し、最終年の2021年にかけては増減しながらも減少し
ている。また、急増・急減している期間があった。	
　最終年近傍は増減(減少し増加)していた。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表12はコード「E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物」が付与された公報を公報
発行件数が多い上位１1社までとその他の出願人について集計した集計表である。	



	

　表12	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
ナノシータ株式会社であり、0.75%であった。	
　以下、東京農工大学、荒川化学工業、東曹産業、九州大学、技術研究組合ＢＥＡＮＳ
研究所、三洋化成工業、日産化学、国立清華大学、日亜化学工業と続いている。	

	図42は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	



	

　図42	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけでは16.1%を占めているに過ぎず、多数の
共同出願人に分散しているようである。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図43はコード「E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物」が付与された公報の出願
人数を発行年別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図43	

　このグラフによれば、コード「E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	」が付与さ
れた公報の出願人数は　全期間では減少傾向を示している。	
　全期間で出願人数は少ないが、増減している。	
　出願人数が少なく、最終年近傍は横這い傾向である。	



(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	

　図44はコード「E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物」が付与された公報につい
て共同出願人の発行件数が年毎にどのように推移しているかを見るためのものであり、
公報発行件数が多い共同出願人の上位１０社について公報発行件数を発行年別に集計
し、数値付きバブルチャートにしたものである。	

	

　図44	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	

　表13はコード「E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物」が付与された公報のコー
ドを四桁別で集計した集計表である。	



	

　表13	

　この集計表によれば、コード「E01:高分子化合物の組成物		」が最も多く、21.9%を
占めている。	

　図45は上記集計結果を円グラフにしたものである。	



	

図45	

(6)	コード別発行件数の年別推移	

　図46は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	



	

　図46	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	

　所定条件を満たす重要コードは次のとおり。	
　　E01:高分子化合物の組成物			

　上記重要コードのサンプル公報によれば、次のような技術が出願されていた。	

[E01:高分子化合物の組成物		]	



WO09/119515	粘着シート	
　基材１１と粘着剤層１２とを備え、一方の面から他方の面に貫通する貫通孔２が複数
形成されている粘着シート１において、基材１１として、ポリオレフィン系樹脂（Ａ）
５０～８５質量％と、流入ガスが窒素である場合に昇温速度２０℃／ｍｉｎで熱重量測
定を行ったときの５％質量減少温度と、流入ガスが空気である場合に昇温速度２０℃／
ｍｉｎで熱重量測定を行ったときの５％質量減少温度との差が６０℃以下である樹脂
（Ｂ）１５～５０質量％とを含有する樹脂組成物からなるものを使用する。	
	
特開2014-031468	導電性組成物、及び電気デバイス	
　表面抵抗率が低く、優れた導電性を有する導電層を形成することができる導電性組成
物、及び当該導電性組成物から形成されてなる導電層を有する電子デバイスを提供す
る。	
	
特開2016-078259	フィルム状封止材、封止シートおよび電子デバイス	
　より優れた水蒸気バリア性を有するフィルム状封止材、封止シートおよび電子デバイ
スを提供する。	
	
WO15/092909	高分子化合物、有機光電変換素子、及び該素子の製造方法	
　バルクヘテロ接合型光電変換層を構成する高分子化合物、また光電変換効率が高く、
かつ無彩色で透明な、該高分子化合物を含む、光電変換層を有する有機光電変換素子及
び該有機光電変換素子の製造方法を提供するものであり、下記一般式（１）又は一般式
（２）で表される高分子化合物と、Ｃ［７０］フラーレン誘導体とを含む光電変換層か
らなる、バルクヘテロ接合型有機光電変換素子、及びその製造方法である。	
	
WO15/068842	保護膜形成用組成物、保護膜形成用シート、及び保護膜付きチップ	
　テープマウンター等による貼付性に優れ、レーザー印字部分の視認性及び放熱性が良
好な保護膜を形成し得、信頼性の高い保護膜付きチップを製造し得る、保護膜形成用組
成物、並びに、保護膜形成用シート及び保護膜付きチップを提供する。	
	
WO15/146714	保護膜形成用フィルム及び保護膜付き半導体チップの製造方法	
　本発明の保護膜形成用フィルム（１２）は、半導体チップの裏面に設けられた金属膜
を保護し、温度変化の履歴を経た場合でも前記金属膜からの剥離が抑制される保護膜を
形成するための保護膜形成用フィルムであって、チオール基又は保護チオール基を有す
るカップリング剤が配合されてなる保護膜形成用組成物から、保護膜形成用フィルムを
形成する。	



	
WO17/061364	熱硬化性樹脂フィルム及び第１保護膜形成用シート	
　この第１保護膜形成用シートは、熱硬化性樹脂フィルムを、第１支持シートの一方の
表面上に備えており、前記熱硬化性樹脂フィルムは、半導体ウエハのバンプを有する表
面に貼付し、熱硬化させることによって、前記表面に第１保護膜を形成するためのもの
であり、前記熱硬化性樹脂フィルムは、重合体成分（Ａ）及び熱硬化性成分（Ｂ０）を
含有し、前記熱硬化性成分（Ｂ０）は、重量平均分子量が４５０以上であり、かつ分散
度が１０以下のものとなっている。	
	
WO19/039391	高分子薄膜、フィルム状積層体、および、高分子薄膜の製造方法	
　本発明の高分子薄膜は、下記一般式（１）で表される構成単位を含有するメチルペン
テン系ポリマー（Ａ）を含み、厚さが１０ｎｍ以上１０００ｎｍ以下であり、かつ、自
己支持性を有することを特徴とする。	
	
特開2021-160205	剥離シート	
　精密な凸部形状の形成が可能な剥離シートを提供する。	
	
特開2021-036046	樹脂組成物、樹脂シート、積層体、及び半導体素子	
　従来よりも高い耐熱性と高い接着性を両立した樹脂組成物を提供すること。	
	

　これらのサンプル公報には、粘着シート、導電性組成物、電気デバイス、フィルム状
封止材、封止シート、電子デバイス、高分子化合物、有機光電変換素子、素子の製造、
保護膜形成用組成物、保護膜形成用シート、保護膜付きチップ、保護膜形成用フィル
ム、保護膜付き半導体チップの製造、熱硬化性樹脂フィルム、第１保護膜形成用シー
ト、高分子薄膜、フィルム状積層体、高分子薄膜の製造、剥離シート、樹脂組成物、樹
脂シート、半導体素子などの語句が含まれていた。	

(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	

　図47は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	



	

　図47	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[ナノシータ株式会社]	
　　　E03:仕上げ；一般的混合方法；その他の後処理			
　[国立大学法人東京農工大学]	
　　　E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	
　[荒川化学工業株式会社]	
　　　E03:仕上げ；一般的混合方法；その他の後処理			
　[東曹産業株式会社]	
　　　E01:高分子化合物の組成物			
　[国立大学法人九州大学]	
　　　E01:高分子化合物の組成物			
　[技術研究組合ＢＥＡＮＳ研究所]	
　　　E01:高分子化合物の組成物			



　[三洋化成工業株式会社]	
　　　E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	
　[日産化学株式会社]	
　　　E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	
　[国立清華大学]	
　　　E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	
　[日亜化学工業株式会社]	
　　　E01:高分子化合物の組成物			



3-2-6	[F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い	」
が付与された公報は325件であった。	
　図48はこのコード「F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い」が付与さ
れた公報を発行年別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図48	

　このグラフによれば、コード「F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱
い	」が付与された公報の発行件数は　全期間では増減しながらも減少傾向を示してい
る。	
　開始年は2011年であり、翌年にピークを付け、最終年(=ボトム年)の2021年にかけて
増減しながらも減少している。また、横這いが続く期間が多く、さらに、急増している
期間があった。	
　最終年近傍は増減(増加し減少)していた。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表14はコード「F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い」が付与された
公報を公報発行件数が多い上位１1社までとその他の出願人について集計した集計表で
ある。	



	

　表14	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
プリンテック株式会社であり、0.62%であった。	
　以下、日本製紙クレシア、エスアイアイ・プリンテック、リンテックオブアメリカイ
ンコーポレーテッド、東海大学、エヌケーエンジニアリング、東洋化工、コーセン社と
続いている。	

	図49は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	



	

　図49	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけでは28.6%を占めているに過ぎず、多数の
共同出願人に分散しているようである。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図50はコード「F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い」が付与された
公報の出願人数を発行年別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図50	

　このグラフによれば、コード「F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱
い	」が付与された公報の出願人数は　全期間では横這い傾向を示している。	
　全期間で出願人数は少ないが、増減している。	
　出願人数が少なく、最終年近傍は横這い傾向である。	



(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	

　図51はコード「F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い」が付与された
公報について共同出願人の発行件数が年毎にどのように推移しているかを見るためのも
のであり、公報発行件数が多い共同出願人の上位１０社について公報発行件数を発行年
別に集計し、数値付きバブルチャートにしたものである。	

	

　図51	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	

　表15はコード「F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い」が付与された
公報のコードを四桁別で集計した集計表である。	



	

　表15	

　この集計表によれば、コード「F01A:ストリップからの」が最も多く、25.2%を占め
ている。	

　図52は上記集計結果を円グラフにしたものである。	

	

図52	

(6)	コード別発行件数の年別推移	



　図53は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	

	

　図53	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	

　所定条件を満たす重要コードはなかった。	

(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	

　図54は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	



	

　図54	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[プリンテック株式会社]	
　　　F02:薄板状または線条材料，例．シート，ウェブ，ケーブル，の取扱い		
　[日本製紙クレシア株式会社]	
　　　F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い	
　[エスアイアイ・プリンテック株式会社]	
　　　F02:薄板状または線条材料，例．シート，ウェブ，ケーブル，の取扱い		
　[リンテックオブアメリカインコーポレーテッド]	
　　　F02:薄板状または線条材料，例．シート，ウェブ，ケーブル，の取扱い		
　[学校法人東海大学]	
　　　F02:薄板状または線条材料，例．シート，ウェブ，ケーブル，の取扱い		
　[エヌケーエンジニアリング株式会社]	



　　　F02:薄板状または線条材料，例．シート，ウェブ，ケーブル，の取扱い		
　[東洋化工株式会社]	
　　　F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い	



3-2-7	[G:光学]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「G:光学	」が付与された公報は242件であった。	
　図55はこのコード「G:光学」が付与された公報を発行年別に集計し、縦棒グラフにし
たものである。	

	

　図55	

　このグラフによれば、コード「G:光学	」が付与された公報の発行件数は　全期間では
増減しながらも減少傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、2017年のピークにかけて増減しながらも増加し、最終年(=
ボトム年)の2021年にかけて減少し続けている。また、急増している期間があった。	
　最終年近傍は減少傾向である。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表16はコード「G:光学」が付与された公報を公報発行件数が多い上位１1社までとそ
の他の出願人について集計した集計表である。	



	

　表16	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
住友化学株式会社であり、2.48%であった。	
　以下、東北大学、シャープ、信越ポリマー、アクレオスウェディッシュイーセーティー
アーベー、マックスフィルムコーポレーション、三菱ケミカル、大蔵商事、リコーと続
いている。	

	図56は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	



	

　図56	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけで40.0%を占めている。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図57はコード「G:光学」が付与された公報の出願人数を発行年別に集計し、縦棒グラ
フにしたものである。	

	

　図57	

　このグラフによれば、コード「G:光学	」が付与された公報の出願人数は　全期間では
減少傾向を示している。	
　全期間で出願人数は少ないが、増減している。	
　出願人数が少なく、最終年近傍は横這い傾向である。	

(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	



　図58はコード「G:光学」が付与された公報について共同出願人の発行件数が年毎にど
のように推移しているかを見るためのものであり、公報発行件数が多い共同出願人の上
位１０社について公報発行件数を発行年別に集計し、数値付きバブルチャートにしたも
のである。	

	

　図58	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	

　表17はコード「G:光学」が付与された公報のコードを四桁別で集計した集計表である。		



	

　表17	

　この集計表によれば、コード「G01:光学要素，光学系，または光学装置		」が最も多
く、34.6%を占めている。	

　図59は上記集計結果を円グラフにしたものである。	

	

図59	

(6)	コード別発行件数の年別推移	



　図60は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	

	

　図60	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	

　所定条件を満たす重要コードはなかった。	

(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	

　図61は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	



	

　図61	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[住友化学株式会社]	
　　　G01:光学要素，光学系，または光学装置			
　[国立大学法人東北大学]	
　　　G01A:拡散性要素	
　[シャープ株式会社]	
　　　G01:光学要素，光学系，または光学装置			
　[信越ポリマー株式会社]	
　　　G01A:拡散性要素	
　[アクレオスウェディッシュイーセーティーアーベー]	
　　　G02:光の強度，色，位相，偏光または方向の制御，例．スイッチング，ゲーテイ
ング，変調または復調のための装置または配置の媒体の光学的性質の変化により，光学



的作用が変化する装置または配置；技法または手順；周波数変換；非線形光学；光学的
論理素子；光学的アナログ／デジタル変換器		
　[マックスフィルムコーポレーション]	
　　　G01:光学要素，光学系，または光学装置			
　[三菱ケミカル株式会社]	
　　　G01:光学要素，光学系，または光学装置			
　[大蔵商事株式会社]	
　　　G02:光の強度，色，位相，偏光または方向の制御，例．スイッチング，ゲーテイ
ング，変調または復調のための装置または配置の媒体の光学的性質の変化により，光学
的作用が変化する装置または配置；技法または手順；周波数変換；非線形光学；光学的
論理素子；光学的アナログ／デジタル変換器		
　[株式会社リコー]	
　　　G02:光の強度，色，位相，偏光または方向の制御，例．スイッチング，ゲーテイ
ング，変調または復調のための装置または配置の媒体の光学的性質の変化により，光学
的作用が変化する装置または配置；技法または手順；周波数変換；非線形光学；光学的
論理素子；光学的アナログ／デジタル変換器		



3-2-8	[H:教育；暗号方法；表示；広告；シール]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「H:教育；暗号方法；表示；広告；シール	」が付与された
公報は178件であった。	
　図62はこのコード「H:教育；暗号方法；表示；広告；シール」が付与された公報を発
行年別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図62	

　このグラフによれば、コード「H:教育；暗号方法；表示；広告；シール	」が付与され
た公報の発行件数は　全期間では増減しながらも増加傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、2014年のボトムにかけて増減しながらも減少し、ピークの
2019年まで増減しながらも増加し、最終年の2021年にかけては減少している。	
　最終年近傍は減少傾向である。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表18はコード「H:教育；暗号方法；表示；広告；シール」が付与された公報を公報発
行件数が多い上位１1社までとその他の出願人について集計した集計表である。	



	

　表18	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
国立大学法人東北大学であり、0.56%であった。	
　以下、ニッピ、住友化学、リンテックオブアメリカインコーポレーテッド、産業技術
総合研究所、まつよ、国立印刷局、リンテックコマース、凸版印刷と続いている。	

	図63は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	



	

　図63	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけでは18.2%を占めているに過ぎず、多数の
共同出願人に分散しているようである。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図64はコード「H:教育；暗号方法；表示；広告；シール」が付与された公報の出願人
数を発行年別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図64	

　このグラフによれば、コード「H:教育；暗号方法；表示；広告；シール	」が付与され
た公報の出願人数は　増減しているものの全期間で見ると横這い傾向を示している。	
　全期間で出願人数が少ないため、出願人数の変動も少なかった。	



　出願人数は少ないが、最終年近傍では減少傾向を示していた。	

(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	

　図65はコード「H:教育；暗号方法；表示；広告；シール」が付与された公報について
共同出願人の発行件数が年毎にどのように推移しているかを見るためのものであり、公
報発行件数が多い共同出願人の上位１０社について公報発行件数を発行年別に集計し、
数値付きバブルチャートにしたものである。	

	

　図65	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	

　表19はコード「H:教育；暗号方法；表示；広告；シール」が付与された公報のコード
を四桁別で集計した集計表である。	



	

　表19	

　この集計表によれば、コード「H01:表示；広告；サイン；ラベルまたはネームプレー
ト；シール」が最も多く、60.2%を占めている。	

　図66は上記集計結果を円グラフにしたものである。	

	

図66	

(6)	コード別発行件数の年別推移	

　図67は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	



	

　図67	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	
　　H01A03:その他のもの+KW=剥離+樹脂+ラベル+由来+止め+原紙+粘着+シート+バイ
オ+マス	

　所定条件を満たす重要コードはなかった。	

(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	

　図68は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	



	

　図68	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[国立大学法人東北大学]	
　　　H01:表示；広告；サイン；ラベルまたはネームプレート；シール	
　[株式会社ニッピ]	
　　　H01:表示；広告；サイン；ラベルまたはネームプレート；シール	
　[リンテックオブアメリカインコーポレーテッド]	
　　　H01A:粘着層	
　[国立研究開発法人産業技術総合研究所]	
　　　H01:表示；広告；サイン；ラベルまたはネームプレート；シール	
　[株式会社まつよ]	
　　　H01:表示；広告；サイン；ラベルまたはネームプレート；シール	



　[独立行政法人国立印刷局]	
　　　H01A:粘着層	
　[リンテックコマース株式会社]	
　　　H01:表示；広告；サイン；ラベルまたはネームプレート；シール	
　[凸版印刷株式会社]	
　　　H01:表示；広告；サイン；ラベルまたはネームプレート；シール	



3-2-9	[I:医学または獣医学；衛生学]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「I:医学または獣医学；衛生学	」が付与された公報は67件
であった。	
　図69はこのコード「I:医学または獣医学；衛生学」が付与された公報を発行年別に集
計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図69	

　このグラフによれば、コード「I:医学または獣医学；衛生学	」が付与された公報の発
行件数は　全期間では増減しながらも減少傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、翌年にピークを付け、ボトムの2016年まで減少し続け、最
終年の2021年にかけてはボトムに戻っている。また、急減している期間があった。	
　発行件数は少ないが、最終年近傍では減少傾向を示していた。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表20はコード「I:医学または獣医学；衛生学」が付与された公報を公報発行件数が多
い上位１1社までとその他の出願人について集計した集計表である。	



	

　表20	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
あすか製薬株式会社であり、3.73%であった。	
　以下、日本製紙クレシア、エヌケーエンジニアリング、三笠製薬と続いている。	

	図70は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	

	

　図70	



　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけで55.6%を占めており、特定の出願人に集
中しているようである。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図71はコード「I:医学または獣医学；衛生学」が付与された公報の出願人数を発行年
別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図71	

　このグラフによれば、コード「I:医学または獣医学；衛生学	」が付与された公報の出
願人数は　増減しているものの全期間で見ると横這い傾向を示している。	
　全期間で出願人数が少ないため、出願人数の変動も少なかった。	
　出願人数が少なく、かつ最終年近傍の増減も少ないので、最終年近傍も横這い傾向で
ある。	

(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	

　図72はコード「I:医学または獣医学；衛生学」が付与された公報について共同出願人
の発行件数が年毎にどのように推移しているかを見るためのものであり、公報発行件数
が多い共同出願人の上位１０社について公報発行件数を発行年別に集計し、数値付きバ
ブルチャートにしたものである。	



	

　図72	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	

　表21はコード「I:医学または獣医学；衛生学」が付与された公報のコードを四桁別で
集計した集計表である。	

	

　表21	

　この集計表によれば、コード「I01A:布，シートまたは繊条基材」が最も多く、
40.3%を占めている。	



　図73は上記集計結果を円グラフにしたものである。	

	

図73	

(6)	コード別発行件数の年別推移	

　図74は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	

	

　図74	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	

　所定条件を満たす重要コードはなかった。	

(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	



　図75は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	

	

　図75	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[あすか製薬株式会社]	
　　　I01A:布，シートまたは繊条基材	
　[日本製紙クレシア株式会社]	
　　　I:医学または獣医学；衛生学	
　[エヌケーエンジニアリング株式会社]	
　　　I:医学または獣医学；衛生学	
　[三笠製薬株式会社]	
　　　I01A:布，シートまたは繊条基材	



3-2-10	[J:他に分類されない電気技術]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「J:他に分類されない電気技術	」が付与された公報は131
件であった。	
　図76はこのコード「J:他に分類されない電気技術」が付与された公報を発行年別に集
計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図76	

　このグラフによれば、コード「J:他に分類されない電気技術	」が付与された公報の発
行件数は　全期間では増減しながらも増加傾向を示している。	
　開始年は2011年であり、2013年のボトムにかけて増減しながらも減少し、ピークの
2019年まで増減しながらも増加し、最終年の2021年にかけては減少している。また、
急増している期間があった。	
　最終年近傍は強い減少傾向を示していた。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表22はコード「J:他に分類されない電気技術」が付与された公報を公報発行件数が多
い上位１1社までとその他の出願人について集計した集計表である。	



	

　表22	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
リンテックオブアメリカインコーポレーテッドであり、1.53%であった。	
　以下、エスアイアイ・プリンテック、九州大学、パナソニック、デンソーと続いてい
る。	

	図77は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	

	



　図77	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけで40.8%を占めている。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図78はコード「J:他に分類されない電気技術」が付与された公報の出願人数を発行年
別に集計し、縦棒グラフにしたものである。	

	

　図78	

　このグラフによれば、コード「J:他に分類されない電気技術	」が付与された公報の出
願人数は　増減しているものの全期間で見ると横這い傾向を示している。	
　全期間で出願人数が少ないため、出願人数の変動も少なかった。	
　出願人数が少なく、かつ最終年近傍の増減も少ないので、最終年近傍も横這い傾向で
ある。	

(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	

　図79はコード「J:他に分類されない電気技術」が付与された公報について共同出願人
の発行件数が年毎にどのように推移しているかを見るためのものであり、公報発行件数
が多い共同出願人の上位１０社について公報発行件数を発行年別に集計し、数値付きバ
ブルチャートにしたものである。	



	

　図79	

　このチャートによれば、以下の出願人は最終年が最多となっている。	
　　デンソー	

　所定条件を満たす重要出願人はなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	

　表23はコード「J:他に分類されない電気技術」が付与された公報のコードを四桁別で
集計した集計表である。	

	

　表23	



　この集計表によれば、コード「J01A:封止装置」が最も多く、50.4%を占めている。	

　図80は上記集計結果を円グラフにしたものである。	

	

図80	

(6)	コード別発行件数の年別推移	

　図81は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	

	

　図81	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	

　所定条件を満たす重要コードはなかった。	

(7)	出願人別・四桁コード別の公報発行状況	



　図82は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ四桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	

	

　図82	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[リンテックオブアメリカインコーポレーテッド]	
　　　J01:電気加熱；他に分類されない電気照明	
　[エスアイアイ・プリンテック株式会社]	
　　　J:他に分類されない電気技術	
　[国立大学法人九州大学]	
　　　J01:電気加熱；他に分類されない電気照明	
　[パナソニック株式会社]	
　　　J01:電気加熱；他に分類されない電気照明	
　[株式会社デンソー]	
　　　J01:電気加熱；他に分類されない電気照明	



3-2-11	[Z:その他]	

(1)	コード別発行件数の年別推移	

　分析対象公報のうちコード「Z:その他	」が付与された公報は151件であった。	
　図83はこのコード「Z:その他」が付与された公報を発行年別に集計し、縦棒グラフに
したものである。	

	

　図83	

　このグラフによれば、コード「Z:その他	」が付与された公報の発行件数は　全期間で
は増減しながらも減少傾向を示している。	
　開始年の2011年がピークであり、2016年のボトムにかけて増減しながらも減少し、
最終年の2021年にかけては増減しながらも増加している。また、急増している期間があ
り、急減している期間があった。	
　最終年近傍は増減(増加し減少)していた。	

(2)	コード別出願人別の発行件数割合	

　表24はコード「Z:その他」が付与された公報を公報発行件数が多い上位１1社までと
その他の出願人について集計した集計表である。	



	

　表24	

　この集計表によれば、共同出願で最も発行件数が多かった出願人(筆頭共同出願人)は
株式会社シーディエヌであり、3.31%であった。	
　以下、エスアイアイ・プリンテック、信州大学、理研化機工業、理研精工、リンテッ
クオブアメリカインコーポレーテッド、シャープ、プリンテック、東海大学、リンテッ
クコマースと続いている。	

	図84は上記集計結果のうち共同出願人のみを円グラフにしたものである。	



	

　図84	

　このグラフによれば、筆頭共同出願人だけで41.3%を占めている。	

(3)	コード別出願人数の年別推移	

　図85はコード「Z:その他」が付与された公報の出願人数を発行年別に集計し、縦棒グ
ラフにしたものである。	

	

　図85	

　このグラフによれば、コード「Z:その他	」が付与された公報の出願人数は　全期間で
は増減しながらも減少傾向を示している。	
　全期間で出願人数は少ないが、増減している。	
　出願人数は少ないが、最終年近傍では増減(増加し減少)していた。	

(4)	コード別出願人別発行件数の年別推移	



　図86はコード「Z:その他」が付与された公報について共同出願人の発行件数が年毎に
どのように推移しているかを見るためのものであり、公報発行件数が多い共同出願人の
上位１０社について公報発行件数を発行年別に集計し、数値付きバブルチャートにした
ものである。	

	

　図86	

　このチャートによれば、最終年が最多となっている出願人はなかった。	

　所定条件を満たす重要出願人もなかった。	

(5)	コード別の発行件数割合	

　表25はコード「Z:その他」が付与された公報のコードを三桁別で集計した集計表であ
る。	



	

　表25	

　この集計表によれば、コード「Z99:その他+KW=シート+切断+接着+提供+解決+部材
+製造+形成+可能+塗布」が最も多く、74.2%を占めている。	

　図87は上記集計結果を円グラフにしたものである。	

	



図87	

(6)	コード別発行件数の年別推移	

　図88は上記六桁コード別の発行件数を年別に集計し、上位20までを数値付きバブル
チャートにしたものである。	

	

　図88	

　このチャートによれば、最終年が最多となっているコードは次のとおり。	

　所定条件を満たす重要コードはなかった。	

(7)	出願人別・三桁コード別の公報発行状況	

　図89は主要出願人がどのような技術に注力しているかを見るためのものであり、上位
１０社についてそれぞれ三桁コード別に集計し、数値付きバブルチャートとしてまとめ
たものである。	



	

　図89	

　このチャートから各出願人が最も注力しているコードを抽出し、出願人別にまとめる
と以下のようになる。	
　[株式会社シーディエヌ]	
　　　Z99:その他+KW=シート+切断+接着+提供+解決+部材+製造+形成+可能+塗布	
　[エスアイアイ・プリンテック株式会社]	
　　　Z99:その他+KW=シート+切断+接着+提供+解決+部材+製造+形成+可能+塗布	
　[理研化機工業株式会社]	
　　　Z99:その他+KW=シート+切断+接着+提供+解決+部材+製造+形成+可能+塗布	
　[理研精工株式会社]	
　　　Z99:その他+KW=シート+切断+接着+提供+解決+部材+製造+形成+可能+塗布	
　[リンテックオブアメリカインコーポレーテッド]	
　　　Z99:その他+KW=シート+切断+接着+提供+解決+部材+製造+形成+可能+塗布	



　[プリンテック株式会社]	
　　　Z99:その他+KW=シート+切断+接着+提供+解決+部材+製造+形成+可能+塗布	
　[学校法人東海大学]	
　　　Z99:その他+KW=シート+切断+接着+提供+解決+部材+製造+形成+可能+塗布	



第四章　まとめ	

　この調査では、機械学習で使用されているpythonによりコード化し、コードを付与し
た公報データをグラフ化した。	

　コード化はIPCを中心としており、その1桁コードは次のとおり。	
　　A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されない組成物；他
に分類されない材料の応用	
　　B:基本的電気素子	
　　C:積層体	
　　D:印刷；線画機；タイプライター；スタンプ		
　　E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	
　　F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い	
　　G:光学	
　　H:教育；暗号方法；表示；広告；シール	
　　I:医学または獣医学；衛生学	
　　J:他に分類されない電気技術	
　　Z:その他	

　今回の調査テーマ「リンテック株式会社」に関する公報件数は　全期間では増減しな
がらも減少傾向を示している。	

　開始年は2011年であり、2016年のボトムにかけて増減しながらも減少し、ピークの
2017年まで増加し、最終年の2021年にかけては増減しながらも減少している。また、
横這いが続く期間が多く、さらに、急増している期間があった。	

　最終年近傍は減少傾向である。	

	
　出願人別に集計した結果によれば、共同出願人の第１位はエスアイアイ・プリンテッ
ク株式会社であり、10.89%であった。	

　以下、住友化学、セイコーインスツル、シーディエヌ、九州大学、リンテックオブア
メリカインコーポレーテッド、本田技研工業、東北大学、ナノシータ、信州大学と続い
ている。	



	
　この上位1社だけで79.5%を占めており、特定の共同出願人に集中している。	

　特に、重要と判定された出願人は無かった。	

	
　IPC別に集計した結果によれば、コアメインGは次のとおり。	

B32B27/00:本質的に合成樹脂からなる積層体(789件)	

B41J2/00:設計されるプリンティングまたはマーキング方法に特徴があるタイプライタま
たは選択的プリンティング機構		(394件)	

C09J11/00:グループＣ０９Ｊ９／００に分類されない接着剤の特徴，例．添加剤(568件)	

C09J133/00:ただ１つの炭素―炭素二重結合を含有する１個以上の不飽和脂肪族基をも
ち，そのうちただ１つの脂肪酸がただ１つのカルボキシル基によって停止されている化
合物，またはその塩，無水物，エステル，アミド，イミドまたはそのニトリルの単独重
合体または共重合体に基づく接着剤；そのような重合体の誘導体に基づく接着剤(503
件)	

C09J201/00:不特定の高分子化合物に基づく接着剤(475件)	

C09J7/00:フィルム状または箔状の接着剤(1215件)	

H01L21/00:半導体装置または固体装置またはそれらの部品の製造または処理に特に適
用される方法または装置	(1132件)	

	
　1桁コード別に集計した結果によれば、コード「B:基本的電気素子」が最も多く、
26.3%を占めている。	

　以下、A:染料；ペイント；つや出し剤；天然樹脂；接着剤；他に分類されない組成
物；他に分類されない材料の応用、C:積層体、D:印刷；線画機；タイプライター；スタ
ンプ	、F:運搬；包装；貯蔵；薄板状または線条材料の取扱い、E:有機高分子化合物；化
学的加工；組成物、G:光学、H:教育；暗号方法；表示；広告；シール、Z:その他、J:他に
分類されない電気技術、I:医学または獣医学；衛生学と続いている。	

　	



　年別推移で見ると出願人名義の公報発行件数は、増減しているものの全期間で見ると
横這い傾向を示している。2016年から急増し､最終年は横這いとなっている。　この中
で最終年の件数が第１位の出願人は「B:基本的電気素子」であるが、最終年は減少して
いる。　また、次のコードは最終年に増加傾向を示している。	

　　E:有機高分子化合物；化学的加工；組成物	

　最新発行のサンプル公報を見ると、樹脂組成物、封止シート、封止体、粘着シート、
繰り返し屈曲積層部材、繰り返し屈曲デバイス、光拡散制御フィルム、硬化性組成物、
硬化物、硬化物の製造、硬化性組成物の使用、粘着剤、バックライトユニット、粘着フィ
ルムの製造、表示ラベル、タイヤ用表示ラベル、表示ラベルの製造、硬化封止体の反り
防止用積層体、硬化封止体の製造などの語句が含まれていた。	

　なお、この分析は全てプログラム処理による簡易的なものであるので、さらに精度の
高い分析が必要であれば、特許調査会社の専門家による検索式作成と全件目視チェック
による分析を依頼することが望ましい(ただし数百万円と数ヶ月の期間が必要となるか
もしれません）。


